
＜都市住民等との交流を実施している事例＞

○都市住民との交流による活性化への取り組み

１．集落協定の概要

市町村･協定名 福岡県八女市 納 又
のうまた

協 定 面 積 田（29％） 畑（71％） 草地 採草放牧地
29ha 水稲 茶・野菜

交 付 金 額 個人配分 50％
270万円 共同取組活動 役員報酬 9％

（50％） 農道・水路管理 8％
集落活動 26％
その他 7％

協定参加者 農業者 43人

２．取組に至る経緯

、 、 「 」納又集落は 古くから信仰の地としての寺社仏閣が多数あり 中でも 滝の宮不動尊

周辺は上陽町納又滝公園として観光の設備が整い、多くの観光客が訪れた。しかし近年

は、過疎化・高齢化が進むに伴い、集落自体が衰退し、周辺農地も耕作放棄地が増え、

集落の維持活動も困難になりつつある。

こうした現状を集落ぐるみで何とか打開しようと、共同取組と都市住民との交流を通

じて更なる活性化を図ることとした。

３．取組の内容

年々、高齢化・過疎化が進行しており、農用地の維持管理については、耕作放棄地に

ならないように農作業の共同化を図りながら管理を行っている。また、農道や水路及び

水道などの整備を自分たちの手で相互に協力し合って行っている。その他、鳥獣害防止

対策として、電気防護柵の設置や狩猟免許の取得に取り組んでいる。

都市住民との交流については、昔から培ってきた地域力を発揮し、また、潜在的活力

の掘り起こしを行いながら 「こんにゃく作り 「しめ縄作り 「山菜を採集しての料、 」、 」、

理体験」などのイベント交流に取り組んでいる。

水道整備及びコンクリート舗装による農道の整備 都市住民との交流（しめ縄）



［集落の将来像]
○ 集落住民が農地等の維持管理や交流活動を相互に協力し合って取り組んでいくことにより、豊かで
健康的な暮らしが営まれるような集落形成を目指す。

［将来像を実現するための活動目標]
○ 農地の維持管理はもちろん、農道・水路・水道の環境整備に取り組んでいく。
○ 都市住民との交流活動を通じて、農産加工品の販売や販路開拓など所得の向上を図っていく。
○ 鳥獣害防止対策として、電気防護柵の設置や狩猟免許を取得し、箱わなの設置を行っていく。
［活 動 内 容］

農業生産活動等 多面的機能増進活動 農業生産活動の体制整備

農地の耕作・管理（田29ha） 周辺林地の下草刈り 地場産農産物等の加工・販売
（0.1ha、年1回） （漬物、梅干を自家加工し、直

個別対応 売所などで販売を実施、目標5
共同取組活動 戸）

水路・作業道の管理 共同取組活動
・水路1km、年3回 都市住民との交流の実施
草刈り等 （グリーンツーリズム）

・道路3km、年3回 草刈り等 （集落活動拠点施設の整 認定農業者の育成
備） （認定農業者１名を確保、目標

共同取組活動 1名）
共同取組活動

共同取組活動
鳥獣害防止対策
（電気防護柵等の設置等、狩
猟免許の取得）

共同取組活動

集落外との連携
○ 集落内の景観モデル地区調査を大学と共同で行い、今後の地域作りに活かす。
○ 体験イベントにより都市住民との交流を図る。

４．取組による変化と今後の課題等

納又地区の地域活動だけでなく、共同取組についても協力し合って行えるようになっ

たため集落に一体感が生まれてきた。また、従前より集落拠点施設である「滝の宮不動

尊」の周辺整備を行ってきたが、更に本制度を活用して整備の充実が図られた。

今後は都市住民との交流を更に深め、活動を通じて地域の魅力を伝えたり、農産加工

品の販売や販路開拓などの所得向上を目指したい。

［平成21年度までの主な成果］
○ 集落内の景観モデル地区調査（九州大学環境デザイン学科）の実施・・H17年、H18年
○ 都市住民との交流による地域の活性化の取組
・宿泊体験、こんにゃく作り体験の実施（参加者20名、H19）
・堂籠り体験としめ縄づくりの実施（参加者20名、H20）
・春の山菜探しとその食材での料理の実施（参加者20名、H21）

○ 地域興しマイスターによる農家民宿研修・・H20年 ３回



＜その他、取組に特徴のある事例＞

○農道のコンクリート舗装で営農条件を改善

１．集落協定の概要

市町村･協定名 福岡県糸島市 井原
いは ら

協 定 面 積 田（100％） 畑 草地 採草放牧地
ha 水稲8.8

交 付 金 額 個人配分 48％
147万円 共同取組活動 51％農道のコンクリート舗装

（52％） 1％役員手当

協定参加者 農業者10人

２．取組に至る経緯

当地区は、糸島市の南東部に位置し、小規模な兼業農家を多数有する集落である。農

地の高低差が大きく、農道の整備も遅れており、林地が近いことからイノシシ等の鳥獣

被害も重なり、耕作・管理作業等、多大な重労働となっていた。

そこで、平成１２年度から本制度に取り組み、農道・水路の管理や整備を行うととも

に、電気牧柵による対策を行っている。

３．取組の内容

農道を計画的にコンクリート舗装することにより、営農条件の改善を図り、耕作放棄

の防止に努めている。

共同作業としては、定期的に農道・水路・溜池の草刈りを行ったり、話合いの場をも

、 、 。つことにより 個々の農地保全に対する意識が高まり 地域の活性化につながっている

また、イノシシ等の有害鳥獣による農作物被害・農地法面等の破壊防止のため電気

牧柵機を設置し、定期的な点検・補修も行なっている。

コンクリート舗装計画図 コ ン ク リ ー ト 舗 装 前

コンクリート舗装後



［集落の将来像］
当集落は、本対策により営農条件の改善が図られたものの、依然、営農条件の不利性の解消までには

いたっていない。今後も、引き受け手の確保が難しいことから、共同作業による水路・農道等の維持・
管理の継続や定年等による帰農者を中心とした営農体系の確立（休耕田を利用した都市住民との交流事
業（貸農園等）のための基礎づくり等）を行っていく。

［将来像を実現するための活動目標］
①耕作放棄地を作らない。②景観作物の作付け。③イノシシ等による農作物被害、農地法面等の崩壊

を防止するため電気牧柵を設置し、定期的な点検・補修を行う。④ 農道、水路、溜池の定期的な草刈り
及び管理。⑤農道のコンクリートによる整備。
［活 動 内 容］

農業生産活動等 多面的機能増進活動

農地の耕作・管理（田8.8ha） 周辺林地の下草刈
（年２回）

個別対応 個別対応・共同取組活動

農地の法面の定期的な点検 景観作物作付け
（年２回及び随時） 景観作物としてレンゲの作付け(

共同取組活動 個別対応

水路・作業道の管理
草刈り 年３回
水路清掃 年１回 鳥獣被害防止対策
農道簡易補修 年１回 （電気牧柵の設置（転作田も含め、特に被
農道のコンクリート舗装 害の多い場所には、年間を通して設置）

（ ）電柵カバー協定農用地面積の実績 田8.8ha
共同取組活動

個別対応

４．取組による変化と今後の課題等

話合いの場をもつことにより、個々の農地保全に対する意識が高まり、地域の活性化

につながっている。

今後は、担い手への利用権設定等による農地の集積により、さらなる耕作放棄の防止

に努めていく。

［平成21年度までの主な効果］

○ 農道の計画的なコンクリート舗装化

（H12～16実績300m、H17実績90m、H18実績80m、H19実績100m、H20実績80m、H21実績80m）

○ 景観作物作付けによる地域の活性化（H17実績4ha、H21実績8ha）

○ 担い手の育成（定年帰農者数 0名(当初)、2名(H21)）



＜機械・農作業の共同化を実施している事例＞

○機械利用組合による集落の活性化

１．集落協定の概要

市町村･協定名 佐賀県佐賀市 三 瀬 村 第 ７ 区
みつせむらだいななく

協 定 面 積 田（100％） 畑 草地 採草放牧地
30.5 ha 稲作等
交 付 金 額 個人配分 3％
444万円 共同取組活動 役員報酬 5％

（97％） 道路・水路の維持管理等 12％
共同利用機械購入費等 38％
多面的機能増進活動費 6％
その他（交付金の積立、繰越（集落営農組織設立経費）） 36％

協定参加者 農業者 38人

２．取組に至る経緯

本集落では、平成８年度に集落内の有志による機械利用組合が設立され、農作業機械

の共同利用がなされていた。第１期の中山間地域等直接支払事業においても、機械利用

組合の活動により耕作放棄地発生防止に取り組んできた。

第２期には、機械利用組合の範囲が協定集落全体に広がり、全戸参加型の組織に発展

している。

３．取組の内容

平成19年度にはトラクター２台を購入し、格納庫１棟を建設した。

平成20年度末には、強い農業づくり交付金事業を活用し、燃油使用量の削減と労働

時間抑制を目標に、代かき同時播種作業が可能な水稲直播機を導入した。

平成21年度は水稲の作付け面積のうち75％を水稲直播機により作付けを行い、これに

より作業人員及び作業時間が削減され、平坦地域に比べ何倍もの労力がかかる中山間地

域での生産性向上が図られた。機械の共同

利用により生じた人的・時間的余裕を今後

は集落の活性化につなげていきたい。

また機械利用組合の集落営農組織への発

展を目指しており、設立のための準備を進

めている。

平成20年度末に導入した水稲直播機



［集落の将来像]
機械利用組合を中心としてさらに共同化を進め、全戸参加型の高能率な農業生産体制の整備を通じ、

新規作物の導入等検討しつつ、高齢者や女性等の力も活用して集落全体の生産性向上に向け推進する。

［将来像を実現するための活動目標]
○機械利用組合から全戸参加型の集落営農組織を目指す。
○高齢者、女性、後継者の力を活用し、新規作物等の研究を進める。
［活 動 内 容］

農業生産活動等 多面的機能増進活動 生産活動の体制整備

農地の耕作・管理（田30.5ha） 景観作物の植え付け 機械農作業の共同化
・耕作放棄地が発生しそう ・桜、紅葉の木を植えつけた ・中鶴機械利用組合の活動
な場合は、速やかに担い手 桜40本、もみじ20本 （地区在住全２４戸を構成員と
農家等へ耕作を委託する。 ・近隣４集落共同で鳴瀬川 して、協定集落内の農用地にお

流域景観事業として植樹、 けるトラクター、田植機などを
共同取組活動 管理を実施しており、平成 共同利用している）

15年度から今回で７回目。
共同取組活動

水路・作業道の管理
・水路1.3km、４月に清掃、
６月と９月に草刈りを行う。 共同取組活動 鳥獣害防止対策
梅雨時期に見回りを行う。 ・電気牧柵設置（10箇所）

・農道1.6km、毎年４月に簡 ・電気牧柵の維持管理も共同化
易補修、６月と９月に草刈り
を行う。 魚類・昆虫類の保護

(ビオトープの保護） 共同取組活動
共同取組活動 ・ヤマメの放流事業を実施

共同取組活動 多面的機能の持続的発揮に向け
農地法面の定期的な点検 た非農家・他集落等との連携
・台風や大雨の後は巡回し共 ・水路、農道の維持管理は非農
同点検を行っている。 家と共同で実施。

共同取組活動 共同取組活動

集落外との連携
植樹・花壇整備などを行う鳴瀬川景観事業を、他集落と連携して実施している。

４．取組による変化と今後の課題等

機械利用組合主体の農業に転換することにより、集落全体に時間的余裕が生じたこと

を活かし、集落で建設したハウスでの女性部の野菜・花作りや体験型農村レストランの

設立などによる集落の活性化を目指す。また、機械利用組合を中心とした集落営農の実

現により、集落全体の一層の生産性向上を目指す。

［平成21年度までの主な成果］
○ 水稲直播機を導入し、１６．５ｈａ中１２．５ｈａを水稲直播機の共同利用により作付けした。
○ 農家民宿を核として、県の“食と農”プロジェクト活動支援事業に取り組み、都市住民との間で農
作業体験セミナーを行い交流を深めた。



＜NPO法人等の非農家等との連携を実施している事例＞

○イベントによる地域住民との交流

１．集落協定の概要

市町村･協定名 長崎県佐世保市 筒 井
つつい

協 定 面 積 田（100％） 畑 草地 採草放牧地
27.4ha 水稲

交 付 金 額 個人配分 15％
576万円 共同取組活動 役員手当 7.9％

85％ 水路維持管理費 32.2％（ ）
有害鳥獣被害防止対策費 26.8％
農地管理費 7.9％
研修費・その他 10.2％

協定参加者 農業者 43人

２．取組に至る経緯

筒井集落は、佐世保市北部の山間地に位置し、稲作、畜産（繁殖牛）や園芸（野菜）

。 、を基幹とした複合経営が主体である 農地の基盤整備は約５０％実施されているものの

未だ不整形・小区画な農地が点在している集落である。

農業者の兼業化や高齢化が著しく耕作放棄地の増加が懸念される中、平成１２年度よ

り当制度を活用して、耕作放棄地の発生防止、法面の保護、有害鳥獣被害防止対策など

の適切な農用地の維持・管理を協定参加者の意志統一のもと取り組むようになった。

３．取組の内容

筒井集落では、継続的な営農体制整備を目標に、機械の共同利用、有害鳥獣被害防止

対策や多面的機能の増進活動に努めてきた。

具体的には、共同利用機械（草刈機、トラクター、高圧ポンプなど）を購入し、機械

、 、 。利用の集約化を図り ワイヤーメッシュを設置して 有害鳥獣の侵入防止を図っている

また、多面的機能の持続的発揮に向けた活動として、非農家・他集落等との連携を図

るため、他集落と合同でお観音祭・収穫祭を実施したり、つつじ２００本の植え付けを

行うなど、交流の促進、集落内のコミュニティづくりを重点的に取り組んでいる。

草刈り共同作業 他集落との連携 秋の収穫祭



［集落の将来像]
耕作放棄地の発生を防止し、国土の保全、水源涵養等の農地のもつ多面的機能の増進のため集落関係

者の合意のもと集落ぐるみで、農業生産活動を行いながら認定農業者への農地の集積や農業機械利用に
よる農作業受委託の推進を図り、将来的には集落を基礎とした営農組織を構築していく。

［将来像を実現するための活動目標]
○共同機械・施設利用
○共同機械のオペレーターの育成
○基幹農作業の受委託の推進

［活 動 内 容］
農業生産活動等 多面的機能増進活動 農業生産活動の体制整備

農地の耕作・管理 田27.4ha 周辺林地の下草刈り 担い手の育成（ ）
（約1.0ha、年1～2回） （集落の認定農業者1人以上)

個別対応
個別対応

共同取組活動
水路・作業道の管理
・水路4.0km、年2回 ｸﾞﾘｰﾝ・ﾂｰﾘｽﾞﾑの推進

清掃、草刈り ・体験民宿の実施 非農家・他集落との連携
・道路4.5km、年2回 草刈り (申請準備中) ・収穫祭の開催

・地域伝統の継承
共同取組活動

共同取組活動
共同取組活動

農地法面の定期的な点検
（年２回及び随時）

共同取組活動

４．取組による変化と今後の課題等

これまでの１０年間、機械の共同利用、多面的機能の増進活動や持続的発揮に向けた

非農家・他集落等との連携を図るための取組により、継続的な営農体制整備が実現でき

つつある。

今後の課題としてオペレーターの育成、共同機械受委託、集落協定面積アップを目標

に今後も取り組んでいく。

［平成21年度までの主な成果］
○ 景観づくりに向けた取組（つつじ200本の植え付け）
○ 非農家・他集落との連携
（・収穫祭の開催（H18より9月第4日曜日に開催。参加人数H18～21：各年約130名 ・地域伝統の継承）。
（地域伝統の奉納踊・子供太鼓 ））

○ 認定農業者の育成（目標1人、実績1人）



＜機械・農作業の共同化を実施している事例＞

○機械・農作業の共同化の取組み

１．集落協定の概要

市町村･協定名 熊本県菊池市 松 島
まつしま

協 定 面 積 田（100％） 畑 草地 採草放牧地
64.1ha 水稲、古代米他

交 付 金 額 個人配分 50％
1,325万円 共同取組活動 共同利用機械購入等費 11％

50％ 共同利用施設整備等費 6％（ ）
その他 33％

協定参加者 農業者 54人

２．取組に至る経緯

、 、本制度が始まるまでは 転作に対する助成金で共同機械の購入等を行っていましたが

高齢化等により、個人での営農には限界が生じていました。そこで本集落は集落内の農

業生産活動の体制整備を行うことを目的に、本制度に取り組み始めました。

３．取組の内容

現在では、交付金を活用してトラクターやコンバイン等の機械を購入し農作業の共同

化を図っており、また、共同機械倉庫や堆肥舎等の建設も行っており、持続可能な農業

生産活動へ向けた体制整備を行っています。

また、これらの共同利用機械・倉庫を活用して、新規作物の古代米の作付けを行って

おり、高付加価値型農業の実践にも取り組んでいます。この古代米の作付けには、県内

外から参加者を募集し田植え体験や稲刈り体験も開催しています。

さらに、現在では集落内の女性で組織する女性グループを立ち上げ、焼き釜でのパン

作りやお菓子作り、廃油石鹸作りを行い、また、各種研修会への参加や研修の受入れ等

も積極的に行っており集落内の活性化を図っています。本年度からは、食品加工にも取り

組んでいます。

共同利用機械・倉庫 女性グループ（焼き釜でのパン作り）



［集落の将来像]
集落内の水路、農道等、共同施設を整備し、農業生産活動をするための快適な環境をつくる。

［将来像を実現するための活動目標]
集落内の水路、農道等、共同施設の整備を行う。

［活 動 内 容］
農業生産活動等 多面的機能増進活動 農業生産活動の体制整備

農地の耕作・管理 田64.1ha 堆きゅう肥の施肥 高付加価値型農業の実践（ ）
（約10ha） 新規作物（古代米）を協定農用

地内の農地約8haに作付けを行
個別対応 っている。

個別対応
共同取組活動

水路・作業道の管理
・水路 年1回

年2回の草刈 多面的機能の持続的発揮に向け
・農道 年1回の簡易補修 た非農家・他集落との連携

年2回の草刈 集落内の農道・水路の草刈を、
協定参加者と非農家約10名が連

共同取組活動 携して行っている。

共同取組活動
農地法面の定期的な点検
（年1回及び随時）

共同取組活動

集落外との連携
○原井出用水路の草刈り・泥上げ作業を、集落外の農業者と連携して行った。

４．取組による変化と今後の課題等

第１期対策から10年が経過し、集落内の共同取組活動などを通して、構成員が共同し

ていくことについての意識が格段に高まりました。今後は集落での営農活動ができるよ

うな体制整備を整え、最終的には法人化を目指しています。

［平成21年度までの主な成果]
○集落での機械・農作業の共同化を図り、作業の効率化・低コスト化を図った。
（当初 8ha、H21までの実績 16ha)
○高付加価値型農業の実践を行った（新規作物の古代米の作付け）
○女性グループを立ち上げ各活動や研修会への参加・受け入れ等を行った。



＜農業生産法人、集落営農組織の育成を実施している事例＞

○複数の集落協定を統合し集落営農組織の法人化

１．集落協定の概要

市町村･協定名 大分県中津市本耶馬溪町 西谷上
ほんやばけいまち にしたにかみ

協 定 面 積 田（100％） 畑 草地 採草放牧地
17ha 水稲、そば

交 付 金 額 個人配分 37％
361万円 共同取組活動 鳥獣害防止対策及び水路農道等維持管理費 12％

（63％）
農業生産活動等体制整備に向けた活動等の経費 13％

共同機械購入に係る積立・繰越 28％

各担当者の活動に対する経費 8％

事務費 2％

協定参加者 農業者 45人

２．取組に至る経緯

当集落は、農地の圃場整備がなされているものの、小区画・不整形であるため農業生

産条件が悪く、農家の高齢化や過疎化も進行していた。

集落の農業生産活動等を維持していくために、集落機能の維持を第一の課題とし、本

制度への参加が、集落の将来にとって極めて重要な取組になると考えられたことから、

第一期対策より４集落がそれぞれで協定を締結していた。

そのような中、平成１６年３月に、高齢化による耕作放棄地の増加や農業機械の過剰

投資を抑制するため、農業機械の共同化と農作業受託を行う任意組合として、４集落か

らなる「合良あい耕社」の設立を契機に、第二期対策からは４集落協定を統合し、農業

生産活動等を行っている。

３．取組の内容

「合良あい耕社」を将来的な農地の受け皿

と位置付け、法人化に向けた検討・準備を進

め、平成２０年４月１９日に法人設立総会を

開催し、同年５月１５日に「農事組合法人西

谷あい耕社」として設立登記を行った。

その後、平成２１年１月にトラクターを導

入し、耕起作業やそばの播種作業を行うとと

もに、基幹３作業（耕起、田植、稲刈）の一

括作業受託による受託作業面積の拡大を図っ

た。 集落営農組織による収穫作業



［集落の将来像]
○集落協定を一本化したことで、交付金額が大きくなり、人材も増えたことから活動の幅が広がった。
交付金の配分を共同取組に重点を置き、農道や水路の整備、集落営農組織の活動の充実を図っていく。

○地域の農地は地域で守っていくため、受け皿となる集落営農組織の営農体制を確立していく。

［将来像を実現するための活動目標]
○農地の耕作を行い水路、農道の定期的な管理を行う。
○多面的機能増進活動として、水田裏作のレンゲを作付けする。
○営農体制の確立。
［活 動 内 容］

農業生産活動等 多面的機能増進活動 農業生産活動の体制整備

農地の耕作・管理 水田裏作として緑肥作物 集落を基礎とした集落営農組織
（田17ha） の作付け の育成

（レンゲ 約10ha） （基幹作業の受託9.5ha実施、
個別対応 目標10ha実施)

共同取組活動
共同取組活動

水路・作業道の管理
・水路5.5km 年1回

清掃、草刈り 担い手への農作業の委託
・道路1.6km 年2回 草刈り （集落の認定農業者に収穫作業

を1ha委託）
共同取組活動

共同取組活動

農地法面の定期的な点検
（随時） 加算措置としての取組等

共同取組活動 法人設立加算
（平成20年5月15日設立登記）

共同取組活動

４．取組による変化と今後の課題等

今後も高齢化が進行し、営農組織の持つ農業の「受け皿」としての機能は重要性を増

していくことから、地域の３年先、５年先を見据えて、今できることを検討してきた。

法人の設立により、地域住民から未来永劫、安心して農地を預けられ、米価下落への

対応等、組織運営の安定化を図れる地域の仕組みを確立するとともに、遊休農地を活用

した新規品目の導入等、新たな活動を展開していきたい。

［平成21年度までの主な成果］

○ 基幹的農作業（耕起、田植え、収穫）の受託による効率化

・受託面積（協定認定時２ha、６ha（H17～H20）、9.5ha（H21 30%以上の増））

○ 鳥獣害防止対策として集落全域に防護柵を設置（H20 4.8km、H21 1.6km）



＜機械・農作業の共同化を実施している事例＞

○集落営農組織を母体とした地域農業への貢献

１．集落協定の概要

市町村･協定名 大分県由布市挾間町 谷中村
はさままち たになかむら

協 定 面 積 田（100％） 畑 草地 採草放牧地
22ha 水稲

交 付 金 額 個人配分 48％
465万円 共同取組活動 農道・水路維持管理活動、鳥獣被害防護柵設置活動費等 12％

52％ 共同利用機械購入費 21％（ ）
集落営農組織活動助成費 19％

協定参加者 農業者 28人、谷中村集落営農組合（構成員10人）

２．取組に至る経緯

集落内の約半数が農家世帯で経営面積は20aから200aと規模の相違があるなか、農業

従事者の高齢化、後継者不足、米価の低迷や機械・施設への投資による経営圧迫などを

理由とした耕作放棄地の拡大が進んでいる状況であった。

このため、農家個々での対応では限界があることから、集落全体の共通認識のもと、

地域農業を全員参加により守って行こうという機運が高まり、本制度の活用を通じて農

業はもちろん地域活性化への取り組みが始まった。

３．取組の内容

将来の地域営農や農地の維持管理が危惧されることから、平成19年２月、谷中村集落

営農組合を設立し、籾すり機や乾燥機を配置したミニライスセンターの建設、トラクタ

ー・田植機・コンバイン等の共同利用機械の整備を行い農作業の受託を開始した。

また、平成21年より耕作放棄地の復旧防止対策として、集落放牧に取り組んでいる。

このほか、小川の清掃を通じたホタル鑑賞会の開催や景観作物の作付けなど、人と環

境に優しい潤いのある集落形成に努めている。

ミニライスセンターの建設 集落放牧(放牧牛導入・簡易牛舎設置)



［集落の将来像]
集落営農組合が中心となり、共同利用機械・施設の利用、農作業の受委託等により、生産コストの低

減と農作業の効率化を図ることにより、儲かる農業経営を確立する。

［将来像を実現するための活動目標]
ミニライスセンター建設による一部農作業受委託開始（１年目）
共同利用機械の導入（２年目～４年目） 農作業受委託の確立（５年目）

［活 動 内 容］
農業生産活動等 多面的機能増進活動 農業生産活動の体制整備

農地の耕作・管理（田22ha） 周辺林地の下草刈り 機械農作業の共同化
（約0.1ha、年1回） （田植機の共同利用を2.8ha実

個別対応・営農組合 施、目標2.3ha)
個別対応

共同取組活動
水路・作業道の管理
・水路3.4km、年2回 景観作物作付け

清掃、草刈り （景観作物としてコスモ 担い手への農作業の委託
・道路3.1km、年2回 草刈り スを約0.1ha作付け） （集落営農組合に全作業を3.5h

a委託。目標2.3ha）
共同取組活動 共同取組活動

共同取組活動

農地法面の定期点検 ビオトープの確保
（年２回） （ホタルの生息地整備・

蛍鑑賞会の開催）
共同取組活動

共同取組活動

４．取組による変化と今後の課題等

集落営農組合の設立により担い手の確保ができたことから、個別経営での機械投資が

控えられ低コスト化につながっており、高齢化等の理由による農作業委託も年々増加し

ている。

今後の課題として、農作業受託面積の一層の増加が予想されることから、受け皿とし

ての営農組織体制の強化を図るとともに、農地の利用集積など計画的かつ安定した地域

農業の確立に向けた集落内での意志決定が重要である。

［平成21年度までの主な成果］
○ ミニライスセンターが建設され、農作業の受託が開始された。
○ 集落の担い手による先進地視察研修を行い、意識の向上が図られた。
○ 耕作放棄地復旧及び防止対策として牛の水田放牧が開始された。(H21、1.6haで実施)
○ 用排水路の整備（約0.1km 、獣害対策防護柵設置（約1.0kmで約2.0haの田をカバー）により生産性の）
向上と、作物被害の軽減が図られた。



＜新規就農者の確保又は認定農業者の育成を実施している事例＞

○鳥獣猿害対策へ取り組み、新たな担い手の確保

１．集落協定の概要

市町村･協定名 宮崎県日南市北 郷 町 山仮屋
きたごうちよう やまがりや

協 定 面 積 田 畑（100％) 草地 採草放牧地
15ha 柑橘類

交 付 金 額 個人配分 49.6％
54万円 共同取組活動 農業生産活動 46.0％

50.4％ その他 4.4％（ ）

協定参加者 農業者 7人

２．取組に至る経緯

昭和45年に山仮屋オレンジ組合を結成し、当時は12戸の農家で早生温州みかんや日向

夏の栽培を行ってきた。しかし、高齢化の進行により農家数が年々減少し、本事業が始

まる平成12年度当初の農家数は７戸へ減少した。それぞれの農家が、規模拡大や機械施

設の導入などによる効率化を図ってきたが、農地を守ることにも限界がきていた中で、

更に猪や猿などの鳥獣被害も年々増え、生産にかかる経費以外の費用が増加していた。

このままでは、集落（農地）の衰退が進むことが必至であり、残った農家で、この事

業に取り組むことになった。

３．取組の内容

当初の協定面積は約１４．０ｈａで、認定農業者を中心に農地保全に努めてきた。

平成19～20年にかけて、耕作放棄地である約１．２ｈａを、就農後継者並びに新規参

入者と集落が一体となって協定に取り込み、21年度には、防護ネットを共同作業で設置

し、更なる猿害対策に取り組みながら、農道等の整備も実施している。

また、猿害対策を目的としたダイダイの栽培にも取り組み、このダイダイを原材料と

した加工品の研究・開発を関係機関や経済連とともに行っているところである。

ダイダイの現地検討会 猿の被害 猿害ネットの設置



［集落の将来像]
集落協定内農用地の維持・管理の徹底や、協定内の連携等の強化により、更なる農業生産活動の強化

を図り、明るい地域農業を実現する。

［将来像を実現するための活動目標]
水路・農道等については、協定参加者全員による草刈り等を計画的に実施する。また、協定内農用地の

、 、 。管理に必要な機械・施設については 共同利用により有効活用し 農作業の効率化・低コスト化を図る
［活 動 内 容］

農業生産活動等 多面的機能増進活動 農業生産活動の体制整備

耕作放棄地の復旧 畑1.2ha 堆きゅう肥の施肥 畑5ha 機械・施設の共同化（ ） （ ）
（防護ネットの設置）

個別及び共同取組活動 個別対応
共同取組活動

農地の耕作・管理（畑15ha）
新規就農者の確保 0人→1人

個別対応 認定農業者の育成 4名

共同取組活動
水路・作業道の管理
・水路5km、年3回随時

清掃、草刈り 担い手への農地集積
・農道3km、年3回 草刈り （目標7.9ha、実績9.6ha）

個別及び共同取組活動 共同取組活動

農地法面の補修（600㎡） 加算措置としての取組等
農道の補修（18㎡）

規模拡大加算（畑1.2ha）
共同取組活動

共同取組活動

鳥獣害防止対策
（ ）防護ネット（23,000㎡） 耕作放棄地復旧加算 畑1.2ha

共同取組活動 共同取組活動

４．取組による変化と今後の課題等

認定農業者と関係機関を中心に農地の保全を推進するとともに、耕作放棄地の解消も

行い、新たに永年性果樹の定植を行うことができた。また、香酸柑橘類を原料とした商

品の開発を行っており、近年中の商品化並びに販売を目指している。今後、関係機関は

もとより、町内の果樹農家との連携を強化し、本市の特産品として産地化を目指してい

く。

［平成21年度までの主な成果］
・ 後継者や新規参入者による就農（後継者1人）(新規就農者1人）
・ 関係機関との連携によるダイダイの加工食品の推進



＜都市住民等との交流を実施している事例＞

○自然・環境・人間にやさしい集落づくり
み ん な

１．集落協定の概要

市町村･協定名 宮崎県東臼杵郡門川町 牧山
ひがしうすきぐんかどがわちょう まきやま

協 定 面 積 田 畑（100％） 草地 採草放牧地
11.6ha みかん

交 付 金 額 個人配分 50％
90万円 共同取組活動 農道・排水路維持管理費用 39％

50％ 保健休養機能を活かした都市住民との交流活動費用 6％（ ）
事務費 5％

協定参加者 農業者 7人

２．取組に至る経緯

本集落は、農業生産活動等を通じ国土の保全や水源の涵養などの多面的機能を発揮し

ているが、傾斜地が多いことから担い手不足や高齢化による耕作放棄の増加が懸念され

ていた。

このため、本集落の持つ多面的機能を確保することを目的とし、集落住民が一致協力

して今後５年間に取り組むべき活動として、新規就農者を確保することで将来にわたる

持続的な農業生産活動を目指すとともに、都市住民との交流を通じたグリーン・ツーリ

ズムに取り組み、集落の活性化を図ることとした。

３．取組の内容

、 。平成12年に集落協定を締結し 農道・排水路の管理を中心に積極的に取り組んできた

平成17年度からの２期対策においては、若い後継者の受け入れ体制の整備と集落内の

みかん畑が持つ保健休養機能を活かした都市住民との交流活動の実施に取り組んでい

る。

都市住民との交流活動については、隣接する庵川東地区と牧山地区において平成17年

11月に設立された集落営農組織と連携して「遠見山ウォーキング＆みかん狩り」等を19

、 、 、年から毎年実施しており 毎回 リピーターを含む多数の都市住民が町内外から参加し

好評を得ている。

今後も、牧山地区の自然環境を活かした都市住民との交流活動を積極的に実施してい

きたいと考えている。

ウォーキング みかん狩り



［集落の将来像]
、 、 。○ 地域における問題点としては 極早生みかんの価格低迷による収入の減少 後継者不足が挙げられる

それらの問題点の解決策として、①中晩柑類の導入による少量多品目生産、②豊かな周辺環境や農用
地の持つ保健休養機能を活かした都市住民との交流の実施、③後継者の確保等を目標とする。

［将来像を実現するための活動目標]
○ 協定内の農道・排水路等については協定参加者全員の参加による草刈、泥上げを年３回実施する。協
定外の農道・水路についても適宜管理を実施する。
農地法面の崩壊を未然に防止するため、定期的な点検を実施する。

［活 動 内 容］
農業生産活動等 多面的機能増進活動 農業生産活動の体制整備

農地の耕作・管理 畑11.6ha 周辺林地の下草刈り 新規就農者の確保（ ）
（約2.5a、年１～２回） （0人→1人）

個別対応
共同取組活動 共同取組活動

水路（３km 、農道（５km））
の管理 草刈り（年３回） 保健休養機能を活かした都市住

民等との交流（みかん狩り等の
共同取組活動 観光農園やウォークラリーの開

催）

農地法面の定期的な点検 共同取組活動

共同取組活動

集落外との連携
○集落営農組織（隣接する庵川東地区と牧山地区の農業者で設立）と連携し、集落内
の豊かな自然環境を活かしたグリーン・ツーリズム事業を行なう。

４．取組による変化と今後の課題等

草刈や農道の管理、定期的な点検等を実施する中で、協定参加者は本集落の持つ国土

の保全や水源の涵養などの多面的機能を再認識するとともに、グリーン・ツーリズム事

業を通して、都市住民等と交流することで集落の活性化や農地保全に対する意識啓発を

図ることができた。

今後は、後継者の確保や効率的な農業経営を課題として、集落マスタープランで目標

とした集落の将来像の実現に向け取り組みを実施していく。

［平成21年度までの主な成果］

○ 集落営農と連携した都市住民との交流活動による地域の活性化

・H19ウォークラリー&みかん狩り(約50名)、H20ウォーキング(約40名)、

H21ウォーキング&みかん狩り(75名)

・柳餅づくり体験(H19約40名、H20約90名、H21約100名)

○ 新規就農者の確保 １名



＜高付加価値型農業の実践を行っている事例＞

○環境にやさしい米づくりと都市農村交流

１．集落協定の概要

市町村･協定名 鹿児島県曽於市財 部 町 中 谷
たからべちよう なかたに

協 定 面 積 田（100％） 畑 草地 採草放牧地
水稲5.5ha

交 付 金 額 個人配分 25％
116万円 共同取組活動 水路・道路の管理 36％

75％ 多目的機能増進等活動 8％（ ）
共同利用機械購入等 2％
その他（役員手当，会議費等） ％29

協定参加者 農業者 21人、古田水利組合（構成員32人 、下新田水利組合（構成員53人））

２．取組に至る経緯

当地域は、曽於市の北部に位置し、宮崎県都城市に隣接する美しい緑と水に恵まれた

中山間地で、水稲を主体とした農業が営まれているが、高齢化に伴う人口減や耕作放棄

地の増大など、今後の継続的な農業生産活動や集落活動の低下が懸念されていた。

このため、話し合い活動を進め 「地区民のふれ合い 「環境整備 「営農改善」を、 」、 」、

中谷集落の３本柱とし、集落一体となった活動を実施することとなった。

３．取組の内容

当集落では、認定農業者等の担い手農家の育成のため、水稲栽培の機械・農作業の共

同化や担い手への農作業委託を推進するとともに、環境にやさしい米づくりを推進する

ため、協定内のエコファーマーと一体となって、無化学肥料栽培による高付加価値型農

業に取り組んでいる。

、 、 、 、また 多面的機能増進活動として レンゲ 彼岸花等の栽培や林道の管理はもとより

「夏祭り」に伴う会場周辺の環境整備等を行い農村景観向上に努めている。

さらに、小学校やむらづくり委員会と連携し「岩穴まつり 「豊作祭り」を実施し、」、

県内外から都市住民を受け入れるなど、地域内外との交流が盛んに図られている｡

見事に咲いた彼岸花 環境にやさしい農業の実践

有機質肥料散布



［集落の将来像]
水稲栽培の機械・農作業の共同化や担い手への農作業委託を推進するとともに、農地保全等に向けた

取組を実施するなど集落一体となった農業生産活動の体制整備を目指す。
また、環境にやさしい米づくりを行うため、協定内のエコファーマーの認定農家を中心した高付加価

値型農業に取り組む。

［将来像を実現するための活動目標]
集落協定に基づき実施されている共同活動を、計画的かつ効果的に実施するため、毎年の活動を評

価し、集落のみんながお互い協力しながら目標を達成する体制を確立する。

活 動 内 容］［
農業生産活動等 多面的機能増進活動 農業生産活動の体制整備

農地の耕作・管理(田5.5ha) 景観作物作付 機械・農作業の共同化(2.8ha)
(レンゲ2ha、他に畦畔に (個人の機械を借り上げ水田の
彼岸花植栽) 耕起・代掻き・田植え、目標

2.7ha)
個別対応

共同取組活動
共同取組活動

水路・農道の管理
・水路 1.3km、年 3 回 高付加価値型農業実践
・農道 0.8km、年 3 回 （エコファーマーの栽培基準に

中谷地区むらづくり委員 基づく栽培(1.3ha)）
会

共同取組活動
共同取組活動

認定農業者の育成 担い手への農作業委託(3.7ha)
農地の法面の定期的な点検 (3人→5人) (航空防除、目標3.7ha)

共同取組活動 共同取組活動 共同取組活動

集落外との連携
中谷小学校 中谷校区公民館 中谷の水辺を守る会(農地 水 環境保全向上対策制度)、 、 ・ ・

４．取組による変化と今後の課題等

この制度に取り組んだことにより、農業生産活動や集落活動が、これまで以上に活発

、 、「 （ ） 」 、化し 平成19年度には 県共生・協働の農村づくり運動推進協議会長 知事 賞 を

「 」 。20年度には 豊かなむらづくり全国表彰事業農林水産大臣賞 を受賞したところである

今後とも、担い手農家の育成を推進するとともに、集落が互いに協力し、農村の景観

維持や都市住民との交流を進めていく予定である。

［平成21年度までの主な成果］
○エコファーマーの栽培基準に基づく栽培(当初1.0ha、目標1.3ha、実績1.3ha)
○認定農業者の育成(当初 ３人、目標５人、実績５人)
○都市住人との交流による地域の活性化(イカダ下り、ニジマス釣り大会、鬼火たき、豊作まつり)
○景観作物の作付(レンゲ２ha、彼岸花等)



＜その他、取組に特徴のある事例＞

○小学校と連携！昔ながらの稲作体験

１．集落協定の概要

市町村･協定名 鹿児島県霧島市 朴木
ふのき

協 定 面 積 田（100％） 畑 草地 採草放牧地
19ha 水稲,飼料,保全

交 付 金 額 個人配分 38 ％
391万円 共同取組活動 共同防除，鳥獣害対策等 38 ％

62％ 水路・農道等維持・管理活動費 11 ％（ ）
役員報酬 8 ％
なたね，レンゲ種子等代 5 ％

協定参加者 農業者 51人

２．取組に至る経緯

当集落は中山間地域の水田地帯で、協定農地は高齢農家や兼業農家が多く、耕作放棄

地の発生が懸念されていた。このため、平成１３年度から本制度に取り組み、水路・農

道等の維持管理等を行い、耕作放棄地防止に取り組むとともに、農作業の効率化を推進

するため農作業の共同化や受委託を実施している。

平成１７年度からは、地元の小学校と連携をとり学習田を開設し、アイガモ農法によ

る自然生態系の保全や農作業体験活動に取り組んでいる。

３．取組の内容

当集落では地元の小学校と連携した水稲の農作業体験を行っており、昔ながらの竹竿

やひもを用いての田植えや脱穀機・千歯こぎを使用した収穫作業、また、子供達だけで

はなく、保護者も一緒に参加し、アイガモを放鳥するなど、貴重な体験をする機会とな

り、喜びの声も聞かれている。さらに、地域の子供から高齢者まで参加することで、世

代間の交流も図られている。

農用地等の維持・管理については、効率的に作業が実施できるよう３班体制をとって運営

している。第２期対策に取り組むに当たっては、集落で話し合いを重ね、地域の農地を

守るため体制整備単価での取組を実施することとなった。機械・農作業の共同化に向け

た取組として、協定参加者の防除機を借り受けて協定農用地の約８割（15ha）で共同防

除を行い、防除作業の省力化及び効率化を図っている。

昔ながらの田植え体験 唐箕を使った選別作業体験



［集落の将来像]
水田の耕作放棄地防止等を図るため、若手農業者の協力を得て、将来的には集団作業を中心とした農

作業受委託等による農業生産活動の体制整備を目標とする。

［将来像を実現するための活動目標]

○集団的防除作業の活動体制の整備（役割分担をして構成員を増員する ）。

○動噴機械導入 ○農作業受委託の推進 ○共同防除作業の実施

［活 動 内 容］
農業生産活動等 多面的機能増進活動 農業生産活動の体制整備

農地の耕作・管理（田19ha） 周辺林地の下草刈り 機械・農作業の共同化
（約2ha、年2回） （目標15ha（79％）の共同防除

個別対応 を行う H21実績15ha）
共同取組活動

共同取組活動
水路・作業道の管理
・水路（延長7,457ｍ） 景観作物作付け

清掃 年1回 （景観作物として菜の花 自然生態系の保全に関する学校
草刈り 年2回 を約10a、れんげを水稲田 教育等との連携

・農道（延長9,726ｍ） 全域14haに作付けた） （アイガモ農法による農作業体
草刈り 年2回 験）

・農道整備 200ｍ 個別対応
共同取組活動

共同取組活動

農地法面の定期的な点検

共同取組活動

４．取組による変化と今後の課題等

集落活動に対する住民の意識が高まり、地域活性化に繋がっている。

今後も若手農業者が中心となり、地域の実情に即した農業生産活動等の継続に向けた

活動をして行きたい。

［平成21年度までの主な成果］

・ 農用地の保全に向けた農道整備（巾2.5ｍ×60ｍ・巾2.5ｍ×100ｍ・巾2.5ｍ×40ｍ）

農道整備・用水路のかさ上げ（5ケ所）

・ 病害虫防除作業の取組（15ha・年2回）

・ 自然生態系の保全に関する学校教育等との取組

（50名（H18 、50名（H19 、50名（H20 、50名（H21 ）） ） ） ）



＜都市住民等との交流を実施している事例＞

○イベント等による都市住民等との交流の取組

１．集落協定の概要

市町村･協定名 鹿児島県南九州市頴娃町 佃上地区受益者組合
えいちよう つくだう え ち く じゆえきしやくみあい

協 定 面 積 田（99％） 畑（1％） 草地 採草放牧地
16.6ha 水稲、かんしょ 茶

交 付 金 額 個人配分 50.0％
275万円 共同取組活動 集落の各担当者の活動に関する経費 9.0％

（ ）50.0％
鳥獣害防止対策及び水路、農道等の維持・
管理等集落の共同取組活動に要する経費 21.8％

その他（研修会費、会議費、積立等） 19.2％

協定参加者 農業者101人

２．取組に至る経緯

当地区は、平成６年～８年にかけての基盤整備により美しい景観が形成され、１１年

には、農林水産省の日本の棚田１００選にも選出されている。

しかし、高齢農家が多く、認定農業者の確保も困難であることから、耕作放棄地の発

生等が懸念されてきたため、農道・水路やほ場の法面について、共同作業で維持管理を

行おうという意識が高まり、平成１２年に佃上地区受益者組合を設立し、制度創設当初

から中山間地域等直接支払制度に取り組んでいる。

３．取組の内容

共同作業として道路の草刈り、水路の清

、 、掃・草刈りはもとより 竹が多いことから

棚田の法面の一斉野焼きを行っている。

平成１９年度には、地域活動の取組の一

環として、地元の子供会（児童１４名、父

兄３０名）と連携し、体験田に水稲の作付

けを行った。

また、平成２１年度は中山間ふるさと・

水と土保全推進事業との連携により 「農業、

・農村体験バスツアー佃の棚田に行こう！ ＜都市住民との交流＞」

を実施。鹿児島市の小学生とその父兄が参 「農業・農村体験バスツアー佃の棚田に

加し、農作業体験、クイズラリー、調理体 行こう！」の風景

験、工芸体験を行なうなど都市住民との交

流の促進も図っている。



［集落の将来像]
本集落は、水稲を主体とした複合経営が多い水田地域である。
高齢農家が多衆で、認定農業者の確保も困難であることから、今後、耕作放棄地の発生等が懸念され

ている。
このため、集落のみんながお互い協力し、補いながら、水路・農道の維持、補修や農地の保全活動を

実施するなど、農用地の保全に向けた集落の共同活動による農業生産活動の体制整備を目標とする。

［将来像を実現するための活動目標]
現在、集落協定に基づき実施されている共同活動を、計画的かつ効率的に実施するため、毎年総会を開
催し活動を評価するなど、集落のみんながお互い協力し、補いながら実施する体制を確立する。
○各年度毎の活動計画
１年目・・・共同活動計画等の作成・実践
２年目～４年目・・・前年度活動に対する評価及び当該年度の活動計画の作成・実践
５年目・・・前年度活動に対する評価及び当該年度の活動計画の作成・実践、農用地の保全に向けた

共同活動の実施体制の確立
総会は毎年度開催

［活 動 内 容］
農業生産活動等 多面的機能増進活動

農地の耕作・管理 既耕作放棄地の草刈・防虫対 周辺林地の下草刈り
（田16.3ha、畑0.2ha） 策 （約0.3ha、年2回）

（田0.2ha)
共同取組活動

個別対応 共同取組活動

水路・作業道の管理 法面の定期的な点検 地元子供会での農作業体験と
（ ）・水路 1km、清掃年1回 （随時） しての水稲の作付 H19年度

草刈年2回
梅雨・台風後見回り 共同取組活動

・道路 3km、草刈年2回 中山間ふるさと・水と土保全
推進事業との連携による都市

共同取組活動 住民との交流の促進（H21年
度）

４．取組による変化と今後の課題等

昔は、集落内での「結い」という奉仕作業があったが、近年その意識が薄らいできて

いた。また、集落内での高齢化は進んでいるものの、本制度を通じて参加者の意識が高

まっており、農業生産活動等における共同作業も実施され、効果は非常に大きい。

平成１９年度に湧水町幸田地区と日置市永吉地区、２０年度に曽於市中谷地区への研

修視察を行ない、中山間地域における農業についての見聞を深めることができた。

今後も参加者の意思疎通を図りながら、共同作業を通じて集落内の農用地の維持管理

の取組を実践したい。

［平成21年度までの主な成果］

○ 農道、水路等の維持・管理等の実施（毎回75名程度参加）

○ 中山間ふるさと・水と土保全推進事業との連携による都市住民との交流 （参加者数 40名(H21 ））



＜その他、取組に特徴ある事例＞

○さとうきび作を中心とした農業の振興

１．集落協定の概要

市町村・協定名 沖縄県島 尻 郡北 大 東 村・北 大 東
しまじりぐんきただいとうそん きただいとう

協 定 面 積 田 畑（100％） 草地（0％） 採草放牧地
521ha さとうきび

交 付 金 額 個人配分 ％
共同取組活動 農地管理費 88 ％

1，826万円 （ 100％ ） 道・水路管理費 9 ％
役員報酬等・その他 3 ％

％
協 定 参加 者 農業者 92人

２．取組に至る経緯

本地域は、さとうきび作を中心とする純農村地帯で、耕地土壌は弱酸性の国頭マージ

で保水力が弱いことからさとうきびの単収が低く生産量は不安定な状態にあった。製糖

副産物のバガス、ケーキの堆肥利用を推進しているが、堆肥生産量が少なく農地への還

元も限られることから、単収の向上が困難な状況であった。

このため、将来にわたって耕作放棄地の発生を防止し、単収向上によるさとうきび作

を中心とした持続可能な農業生産活動を維持し地域の活性化を図るため、関係者が一致

団結して集落協定を締結するに至った。

３．取組の内容

さとうきびの生産量を増大し、副産物であるバガスやケーキを利用した農地への堆肥

還元を促進するため、本交付金を活用し共同で肥料や農薬等を購入しさとうきび単収の

向上に取り組んでいる。また、干ばつ対策として、水路や農道等の清掃によるため池の

貯水率の向上や灌水チューブを利用しての点滴かんがい（少量の水で高い灌水効果が得

られる方法）の実施により、近年、単収の増加が図られつつある。

また、農家所得の向上を図るため、さとうきびとカボチャ等の輪作体系を確立し、遠

隔離島での持続可能な農業を推進している。さらに、各集落が年間を通して子ども会を

中心に農道の清掃や景観作物の植え付けを行い、集落内の美化に努めている。

＜各集落での植栽の様子＞ ＜農家への配布用肥料＞



［集落の将来像］

○農業機械をより効率的、安全に利用しコストの低減化を実現するために、農地の集団化や面整備を行

い、機械銀行システムを効率的に運用し機械・農作業の共同化等の充実を図る。また、農業機械を一元

的に管理することにより農業機械の更なるコスト削減に努める。

○農業機械の管理運営やオペレーター養成及び保守点検等を研鑽し、知識と技術の向上を図る。

［将来像を実現するための活動目標]
○ 肥料や農薬等を共同取組活動にて購入し、各協定農家へ配布して耕作放棄地の防止や害虫駆除作業等

に努める。村、農協、製糖会社及び農業改良普及センターとの連携による生産指導体制を強化すると
ともに機械、施設の共同利用等を推進する。農用地集積計画に基づき高齢者農家や労働力不足の農家
から利用権の設定等を行い、農地の効率的利用を促進する。

［活 動 内 容］
農業生産活動等 多面的機能増進活動 農業生産活動の体制整備

農地の耕作・管理 周辺林地の下草刈り 肥料、農薬、サトウキビ点滴

（畑521ha） （0.2ha） 灌漑ホースの購入

個別対応 共同取組活動

共同取組活動

水路・農道等の管理 景観作物の作付け

・水路2㎞ （各公民館の花壇に花の植 機械・農作業の共同化

清掃、土砂あげ え付け） （耕起、砕土、覆土：70%

・農道等10㎞ 収穫：100%）

清掃、草刈り 共同取組活動

共同取組活動

共同取組活動

集落外との連携

○住民総出での集落内の清掃を実施（年2回）

４．取組による変化と今後の課題等

・年々高齢化が進むなか、機械・農作業の共同化により、耕作放棄地が発生していな

い。

・共同取組活動費のほとんどを肥料の配布に充てているので、今後は堆肥・緑肥等の

他、防風林整備なども検討したい。

［平成21年度までの主な成果］

・各区の子ども会が地域の美化活動に参加し集落美化が推進

・肥料配布による生産量の向上と、大型機械の共同利用による営農経費の節減

○ 認定農業者の育成（当初:30名、目標:50、H21実績:80名）

○ さとうきびの単収（H17:約3.8t→H20:約5.7t）




